
                             

10

月
２
日
、
動
労
水
戸
支

援
共
闘
越
谷
準
備
会
の
主

催
す
る
「
10
・
２
越
谷
国
鉄

集
会
」
を
中
央
市
民
会
館
に

て
開
催
、
市
民
や
労
働
者
約

40
名
の
参
加
で
大
成
功
し

ま
し
た
。 

併
せ
て
、
動
労
水
戸
や
原
発

労
働
者
の
闘
い
を
財
政
的
に
支

援
す
る
と
共
に
、
闘
う
労
働
運

動
を
職
場
に
地
域
に
作
っ
て
行

く
た
め
に
、
引
き
続
き
「
動
労

水
戸
支
援
共
闘
越
谷
」
と
し
て

活
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

多
く
の
み
な
さ
ん
の
加

入
を
呼
び
か
け
ま
す
（
賛

同
金
月
500
円
）。 

戦
争
協
力
拒
否
の
で

き
る
労
働
運
動
を 

基
調
提
起(

動
労
水
戸
支
援

共
闘
越
谷 

清
水
孝
代
）
よ
り 

戦
争
法
を
め
ぐ
っ
て
全
国
で

多
く
の
決
起
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

国
会
前
で
は
厳
戒
態
勢
の
中
、

13
人
の
仲
間
が
逮
捕
さ
れ
、

鉄
柵
は
実
力
で
撤
去
さ
れ
車
道

が
解
放
さ

れ
る
事
態

と
な
り
ま

し
た
。
闘
い

は
こ
れ
か
ら
で
す
。 

安
倍
政
権
は
朝
鮮
有
事
を

構
え
、
作
戦
計
画
５
０
１
５
（
中

身
は
北
朝
鮮
へ
の
先
制
攻
撃
）

で
米
日
韓
合
同
軍
事
演
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
戦
争

を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
時
に
ど

う
や
っ
て
止
め
る
の
か
が
具
体

的
に
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

「
落
選
運
動
」
や
「
国
民
連

合
政
権
」
で
対
抗
し
よ
う
と
い

う
意
見
も
あ
る
。
し
か
し
始
ま

っ
た
戦
争
反
対
の
闘
い
を
、
あ

被曝労働拒否をたたかう 
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第 1号  

「動労水戸支援共闘 越谷」を結成しました！ 

越
谷
国
鉄
集
会
を
開
催 

すべての非正規職撤廃！ 

動労連帯はストライキで闘います 
動労連帯高崎 漆原副委員長 

 

ＪＲから外注先への出向延長反

対と、外注先の高崎鉄道サービス

（TTS）の賃上げ・人員要求を掲

げてストライキを行いました。ＴＴＳ

は月１６万くらいの正規採用全員

が大卒という状況。非正規化はこ 

こまで進んでしまった。今こそ労働組合が闘う時です。

すべての非正規職撤廃を掲げてやっていきます。 

 

人生初スト。職場の空気が変わった！ 
動労連帯高崎 木村組合員 

 

熊谷駅で駅舎清掃をしていま

す。時給８７０円じゃ食べていけな

い。きついからどんどん辞めて人

員が足りない。賃上げと人員要求

は職場みんなの声だ。 

人生初ストライキだったが、管理者にスト通告をして

スカッとした。職場の仲間もストに注目し、次はどうする

のかと見ている。組織拡大に打って出ていきます。 



く
ま
で
既
存
の
体
制
の
枠
内
に

押
し
と
ど
め
る
、
選
挙
の
１
票

に
す
る
よ
う
な
あ
り
方
で
戦
争

は
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

戦
争
に
繋
が
る
あ
ら
ゆ
る
動

き
に
反
対
す
る
こ
と
、
戦
争
協

力
を
拒
否
す
る
こ
と
。
具
体
的

に
は
労
働
組
合
が
そ
の
闘
い
を

担
う
こ
と
こ
そ
が
必
要
で
す
。 

国
鉄
分
割
・
民
営
化
反
対
の

闘
い
は
、
つ
い
に
最
高
裁
に
不

当
労
働
行
為
を
認
め
さ
せ
ま

し
た
。
韓
国
で
は
ゼ
ネ
ス
ト
が

闘
わ
れ
て
い
ま
す
。
11
月
労
働

者
集
会
で
国
際
連
帯
を
さ
ら

に
拡
大
し
、
労
働
者
の
力
あ
る

闘
い
を
甦
ら
せ
て
い
こ
う
！ 

被
爆
労
働
は 

全
労
働
者
の
問
題 

動
労
水
戸
木
村
郁
夫
書
記
長 

放
射
能
や
戦
争
は
こ
こ
ま

で
な
ら
い
い
と
い
う
よ
う
な

妥
協
が
で
き
ま
せ
ん
。
鉄
道

の
安
全
を
守
る
社
会
的
使
命

が
労
働
組
合
に
は
あ
り
ま
す
。

東
労
組
や
国
労
は
「
闘
っ
て

も
勝
て
な
い
」
と
言
っ
て
労

働
者
を
貶
め
、
分
断
す
る
け

れ
ど
、
絶
対
反
対
で
闘
う
こ

と
が
労
働
者
の
持
っ
て
い
る

怒
り
を
引
き
出
し
ま
す
。 

や
は
り
ス
ト
ラ
イ
キ
で
闘

う
組
合
を
全
国
に
作
る
と
い

う
こ
と
が
、
被
曝
労
働
、
帰

還
の
強
制
、
戦
争
を
止
め
る

力
に
な
る
し
、
労
働
者
は
そ

れ
で
社
会
を
作
り
出
す
こ
と

が
で
き
る
存
在
だ
と
思
い
ま

す
。
支
援
共
闘
に
結
集
し
共

に
闘
い
、
共
に
生
き
る
社
会

を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

11
・
１
日
比
谷
へ
！ 

 
「
さ
い
た
ま
ユ
ニ
オ
ン
」
「
星
野

絵
画
展
越
谷
実
行
委
員
会
」
か

ら
の
決
意
表
明
を
受
け
、
埼
玉

労
組
交
流
セ
ン
タ
ー
の
堀
江
代

表
（
加
須
市
職
）
か
ら
動
労
水

戸
支
援
共
闘
へ
の
加
入
と
、11

月
集
会
へ
の
結
集
が
呼
び
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
最
後
は
齋
藤
さ

ん
（
越
谷
市
職
員
）
の
団
結
が

ん
ば
ろ
う
で
参
加
者
全
員
で
元

気
よ
く
集
会
を
終
え
ま
し
た
。 

 楢葉町視察報告 
ＮＡＺＥＮ埼玉 髙木美佐子  

９月５日に帰町宣言をした楢葉町に視察ツ

アーを行いました。水源となる木戸ダムの湖

底のセシウム濃度は 13000 ベクレル/kg、フレ

コンバックの山は町内に 20 ヵ所もある。17 年

度にはいわきからスクールバスを走らせて子

ども達を連れてくると聞き怒りを感じました。 

早く帰還しろというのは被曝を強制する攻撃

です。動労水戸のような闘いが今こそ求めら

れています。福島と団結して闘います。 

今
こ
そ
労
働
組
合
が
闘
い
の
先
頭
へ
！ 

戦
争
・
非
正
規
職
化
を
許
さ
な
い
。
ス
ト
ラ
イ
キ
で
戦
争
止
め
よ
う
！ 

11
・
１
全
国
労
働
者
総
決
起
集
会 

11
月
１
日(

日)

12
時
～
日
比
谷
野
外
音
楽
堂 

※
チ
ケ
ッ
ト
（
500
円
）
売
っ
て
ま
す
！ 

集
会
報
告
集
も
作
成
中
！
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！ 

動
労
水
戸
支
援
共
闘 

越
谷 

第
１
回
会
合 

11
月
27
日(

金)

午
後
６
時
～ 

中
央
市
民
会
館 

大阪での分限免職を許さない 

団結破壊の人事評価制度に反対です 
    齋藤知春・清水孝代（越谷市職員） 

 大阪で起きている分限解雇は、全自治体労働者に

向かう解雇攻撃です。人事評価制度は賃下げと労働

強化に労働者を動員するものです。財政難のツケを

労働者に転嫁し、労働組合の闘う団結を破壊するの

が狙いです。人事評価制度反対で闘おう！大阪市で

闘う仲間のアピールを紹介します。 

 
これは労働者の闘いで追い詰められた橋下のあ

がきだ。労働組合が旗を立てれば分断を打ち砕け
る。市労連は抗議すると言っているが、評価制度確

立を方針にした労組の隙を突いた解雇攻撃であり、
原則を崩したらあかんということが改めてはっき
りした。評価制度撤廃、解雇撤回の闘いで労働組合
を復権させよう！ミスの一切の責任は当局にある。
ここでこそ組合の真価が問われる。ストライキで闘
う組合を奪い返します！（大阪市職員 赤田） 


